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２０． ダイオキシン類の排出量 

 

（１）生成及び排出に係る概要 

①生成される物質 

廃棄物焼却炉等より排出されるダイオキシン類（物質番号：179）について推計を行う。 

②届出外排出量として考えられる排出 

国は、ダイオキシン類対策特別措置法に基づき発生源別及び排出媒体別の「ダイオキシン類

の排出量の目録（排出インベントリー）」を毎年作成し、公表している。その排出インベントリーは

現時点における知見に基づくわが国全体の排出量であると考えられるため、その排出量からＰＲ

ＴＲで届出された排出量を差し引いた値が届出外排出量とする。平成 15 年度の届出外排出量

の推計に当たっては、平成 16 年 9 月に公表された排出インベントリーを利用することとする。 

大気への排出量は、排出インベントリーの大気及び水への排出量の合計（376～404g-TEQ/

年）の最大値から水への排出量（2.10g-TEQ/年）を差し引いた402g-TEQ/年と考えられる。これ

に対し、大気への届出排出量が 274g-TEQ/年であるため、両者の差である 128g-TEQ/年が大

気への届出外排出量とする。一方、水域への届出排出量（2.07g-TEQ/年）は、排出インベントリ

ーの値（2.10g-TEQ/年）とほぼ等しいことから、その差は推計方法による差の範囲と考え、届出

外排出量はゼロであると仮定し、届出外としての推計対象から除外した。また、事業所内におけ

る土壌への排出及び埋立処分については、排出インベントリーに含まれておらず、推計に利用

可能なデータが得られないため、やはり推計対象から除外した。したがって、ＰＲＴＲとしてのダイ

オキシン類の届出外排出量は、大気への排出に限って推計対象とした。 

 

（２）利用可能なデータ 

推計に当たり利用可能なデータは表 20-1 に示す通りである。 

表 20-1 推計に利用可能なデータ 

データの種類 資料名等 

①
ダイオキシン類に係る発生源別・媒体別の全

国排出量(g-TEQ/年) 
ダイオキシン類の排出量の目録（排出イン
ベントリー）（H16.9 環境省） 

②
ダイオキシン類に係る業種別・媒体別の届出

排出量(mg-TEQ/年) 
ＰＲＴＲの第１回公表資料（届出排出量に
係るもの）（H17.3 経済産業省・環境省） 

③
排出インベントリーの発生源（上記①）と業種と

の対応関係 
ＰＲＴＲの特別要件施設の定義に基づき
設定（表 20-2、表 20-3 参照） 

④
排出インベントリーの発生源（上記①）と省令に

基づく推計区分との対応関係 
排出インベントリーの各発生源の定義等
に基づき設定（表 20-7 参照） 

都道府県別の製造業の事業所数等 
⑤
都道府県別の年齢階層別・性別人口（人）等 

各種統計資料（表 20-9 参照） 
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①排出インベントリーの発生源別の全国排出量 

毎年のダイオキシン類の全国排出量が「ダイオキシン類の排出量の目録（排出インベントリ

ー）」により推計されている（表 20-2）。排出インベントリーでは、「製紙（ＫＰ回収ボイラー）」や「塩

ビモノマー製造施設」のように、製造施設等の詳細な区分で排出量が推計されており、業種との

対応付けが概ね可能である（ただし、表 20-2 では業種別の内訳等の詳細は省略した）。なお、

排出インベントリーにおいて排出量が幅を持って示されている場合、ここではその最大値を採用

することとした。 

 

表 20-2 排出インベントリーの大気への発生源別排出量 

排出インベントリー（平成 14 年） 

発生源 
大気への排出量

（g-TEQ/年） 

ＰＲＴＲの推計区分 

① 製造業等関連施設（注１） 223 対象業種 

② 産業廃棄物焼却施設等（注２） 172 対象業種・非対象業種 

③ 火葬場 5.1 非対象業種（火葬業） 

④ 
自動車解体・金属スクラップ卸売業

アルミニウムスクラップ溶解施設 
0.5
非対象業種 

（鉄スクラップ卸売業（注３）） 

⑤ たばこの煙 0.2 家庭 

⑥ 自動車排出ガス 1.4 移動体 

合    計 402   
注１：「製造業等関連施設」には「セメント製造施設」、「製鋼用電気炉」、「一般廃棄物焼却施設」等が含まれる。 
注２：「産業廃棄物焼却施設等」は「産業廃棄物焼却施設」と「小型廃棄物焼却炉等」の合計を表す。 
注３：鉄スクラップ卸売業のうち、自動車用エアコンに封入された物質を取扱うものはＰＲＴＲの対象業種であるが、
ダイオキシン類の排出の推計にあたっては、鉄スクラップ卸売業は非対象業種と仮定した。 

 

②ＰＲＴＲの業種別の届出排出量 

法律に基づくＰＲＴＲにおいて事業者から届出される排出量は、業種別に集計されて公表され

る。表 20-3 には、全国の大気に係る届出排出量を示す。 

 

表 20-3 ＰＲＴＲによる大気への届出排出量（平成 15 年度排出量）（その１） 
事業者からの届出 

業種
コード 

業種名 
大気への 
排出量 
(g-TEQ/年）

排出インベントリーの発生源 
（特別要件施設として該当するもの）

1200 食料品製造業 2.0

1300 飲料・たばこ・飼料製造業 10.2

1400 繊維工業 1.4

1500 衣服・その他の繊維製品製造業 0.0009

1600 木材・木製品製造業 1.2

1700 家具・装備品製造業 0.74

②：産業廃棄物焼却施設等 
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表 20-3 ＰＲＴＲによる大気への届出排出量（平成 15 年度排出量）（その２） 
事業者からの届出 

業種
コード 

業種名 
大気への 
排出量 
(g-TEQ/年）

排出インベントリーの発生源 
（特別要件施設として該当するもの）

1800 パルプ・紙・紙加工品製造業 2.3

1900 出版・印刷・同関連産業 0.21

2000 化学工業 6.2

2100 石油製品・石炭製品製造業 0.12

2200 プラスチック製品製造業 0.33

2300 ゴム製品製造業 0.05

2400 なめし革・同製品・毛皮製造業 0.007

2500 窯業・土石製品製造業 0.11

②：産業廃棄物焼却施設等 

2600 鉄鋼業 118

2700 非鉄金属製造業 20

①：製造業等関連施設 
②：産業廃棄物焼却施設等 

2800 金属製品製造業 0.23

2900 一般機械器具製造業 0.34

3000 電気機械器具製造業 0.26

②：産業廃棄物焼却施設等 

3100 輸送用機械器具製造業 1.8
①：製造業等関連施設 
②：産業廃棄物焼却施設等 

3200 精密機械器具製造業 0.003

3300 武器製造業 0.004

3400 その他の製造業 0.15

3500 電気業 0.18

3830 下水道業 0.39

3900 鉄道業 0.02

4400 倉庫業 0.02

5142 鉄スクラップ卸売業 0.26

5930 燃料小売業 0.02

7210 洗濯業 0.003

7700 自動車整備業 0.30

7810 機械修理業 0.01

8620 商品検査業 0.00009

8630 計量証明業 0.48

②：産業廃棄物焼却施設等 

8716 ごみ処分業 77
①：製造業等関連施設 
②：産業廃棄物焼却施設等 

8722 
産業廃棄物処分業（特別管理
産業廃棄物処分業を含む） 

30

9140 高等教育機関 0.09

9210 自然科学研究所 0.08

②：産業廃棄物焼却施設等 

合    計 274   
注：「排出インベントリーの発生源」の欄に示す発生源は「③発生源と業種との対応関係」にて後述。 

 

③発生源と業種との対応関係 

食料品製造業等の業種を営む事業者からの届出排出量は、その全量が「産業廃棄物焼却

施設等」に対応した排出量と考えられる。しかし、鉄鋼業、非鉄金属製造業、輸送用機械器具

製造業、ごみ処分業の４業種に係る届出排出量は、「製造業等関連施設」及び「産業廃棄物焼
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却施設等」の両者に対応した排出量が存在すると考えられることから、それらの内訳を推計する

必要がある。 

ここでは、平成 14 年度までの推計結果等を踏まえ、業種別に表 20-4 に示す考えに従って発

生源別の排出量の内訳を推計した。その結果として推計された届出排出量の発生源別の内訳

を表 20-5 に示す。 

 

表 20-4 業種別の届出排出量の発生源別内訳の考え方 

業種 内訳の考え方 

鉄鋼業 

排出インベントリーにおける「製鋼用電気炉」及び「鉄鋼業焼結工程」の排出量が

届出されると考えられるが、過去の推計結果等を踏まえ、その全量（116g-TEQ/

年）が届出されたと仮定する。そして、当該業種としての届出排出量として残った

もの（2g-TEQ/年）が「産業廃棄物焼却施設等」に対応する排出量であるとみな

す。 

非鉄金属製

造業 

排出インベントリーにおける「亜鉛回収施設」、「アルミニウム合金製造施設」及び

「アルミニウムスクラップ溶解施設」からの排出量が届出されると考えられるが、排

出インベントリーにおけるそれらの排出量の合計（22 g-TEQ/年）が当該業種に

おける届出排出量（20 g-TEQ/年）より大きいことから、届出排出量の全量が「亜

鉛回収施設」等の３施設に対応したものと仮定する。したがって、当該業種にお

いて「産業廃棄物焼却施設等」に対応する届出排出量はゼロとみなす。 

輸送用機械

器具製造業 

排出インベントリーにおける「自動車製造・自動車部品製造業 アルミニウムスクラ

ップ溶解施設」の排出量が届出されると考えられるが、過去の推計結果等を踏ま

え、その全量（0.09g-TEQ/年）が届出されたと仮定する。そして、当該業種として

の届出排出量として残ったもの（1.8g-TEQ/年）が「産業廃棄物焼却施設等」に

対応する排出量であるとみなす。 

ごみ処分業 

排出インベントリーにおける「一般廃棄物焼却施設」の排出量が届出されると考え

られるが、過去の推計結果等を踏まえ、その全量（71g-TEQ/年）が届出されたと

仮定する。そして、当該業種としての届出排出量として残ったもの（6g-TEQ/年）

が「産業廃棄物焼却施設等」に対応する排出量であるとみなす。 

 

表 20-5 大気への届出排出量の発生源別内訳の推計結果（平成 15 年度） 

届出排出量（g-TEQ/年） 

① ② 
業種 

製造業等 

関連施設 

産業廃棄物

焼却施設等

合 計 

鉄鋼業 116 2 118 

非鉄金属製造業 20 0 20 

輸送用機械器具製造業 0.09 1.8 1.8 

ごみ処分業 71 6 77 

上記以外の業種 0 57 57 

合   計 207 66 274 

注：四捨五入の関係で、縦方向及び横方向の合計と合計欄の数値が一致しない場合がある。 



 ２０-5

排出インベントリーの排出量（表 20-2）と、それらの発生源に対応した届出排出量（表 20-5）に

基づき、両者の差として発生源別の届出外排出量が推計される。推計結果を表 20-6 に示す。 

 

表 20-6 大気への届出外排出量の推計結果（平成 15 年度） 

排出インベントリー 

発生源 

排出量 

（g-TEQ/年）

(a) 

届出排出量 

（g-TEQ/年） 

(b) 

届出外排出量

（g-TEQ/年）

=(a)-(b) 

① 製造業等関連施設 223 207 16

② 産業廃棄物焼却施設等 172 66 106

③ 火葬場 5.1 - 5.1

④ 
自動車解体・金属スクラップ卸売業

アルミニウムスクラップ溶解施設 
0.5 - 0.5

⑤ たばこの煙 0.2 - 0.2

⑥ 自動車排出ガス 1.4 - 1.4

合    計 402 274 128
注：四捨五入の関係で、縦方向及び横方向の合計と合計欄の数値が一致しない場合がある。 

 

④排出インベントリーの発生源と省令に基づく推計区分との対応関係 

表 20-6 に示す届出外排出量は、PRTR としての推計区分に割り振る必要があるが、ここでは

発生源ごとに表 20-7 に示す考え方に従って配分することとした。また、その配分による排出量の

推計結果を表 20-8 に示す。 

 

表 20-7 「推計区分」の考え方 

発生源区分 考え方の概要 

① 製造業等関連施設 
製造業等の対象業種だけで使用される施設のため、全て「対

象業種」とみなした。 

② 
産業廃棄物焼却施設

等 

小型廃棄物焼却炉等を中心に、建設業やサービス業、卸・小

売業等の非対象業種を営む事業者が存在すると考えられる

が、その割合は過去の調査結果等を踏まえて４割と仮定し、残

りの６割が対象業種に対応するとみなした。 

③ 火葬場 「火葬業」による排出であり、すべて非対象業種とみなした。 

④ 

自動車解体・金属スクラ

ップ卸売業 アルミニウ

ムスクラップ溶解工程 

「鉄スクラップ卸売業」に該当するが、自動車用エアコンの冷

媒と無関係であるため、非対象業種とみなした。 

⑤ たばこの煙 

実際の喫煙場所は、一般の住宅内に加え、屋外やオフィス・

工場等の施設内の場合も考えられる。しかし、喫煙に伴う排出

は事業活動とは無関係であるため、屋外における喫煙も含め

て「個人の生活」に伴う排出という意味で「家庭」とみなした。 

⑥ 自動車排出ガス 
自動車の排気ガスに含まれて排出されるため、すべて「移動

体」とみなした。 
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表 20-8 届出外排出量の推計区分別の推計結果（大気；平成 15 年度） 

届出外排出量（g-TEQ/年） 

発生源 対象 

業種 

非対象

業種 
家庭 移動体 合計 

① 製造業等関連施設 16 - - - 16

② 産業廃棄物焼却施設等 63 42 - - 106

③ 火葬場 - 5.1 - - 5.1

④ 
自動車解体・金属スクラップ卸売業

アルミニウムスクラップ溶解施設 
- 0.5 - - 0.5

⑤ たばこの煙 - - 0.2 - 0.2

⑥ 自動車排出ガス - - - 1.4 1.4

合    計 79 48 0.2 1.4 128
注：四捨五入の関係で、縦方向及び横方向の合計と合計欄の数値が一致しない場合がある。 

 

⑤都道府県への配分指標 

表 20-8 に示す発生源区分のうち、「製造業等関連施設」は多くの業種に関係しているものの、

その内訳の把握が容易でないことから、ここでは単純に製造業全体の事業所数に比例するもの

と仮定した。また、「産業廃棄物焼却施設等」には小型廃棄物焼却炉等も含まれるが、ここでは

寄与が大きいと考えられる産業廃棄物焼却施設に関連する配分指標を採用することとする。そ

の他の発生源も含めて、各発生源に係る都道府県への配分指標を表 20-9 に示す。 

 
表 20-9 大気への排出に係る都道府県への配分指標 

 発生源 地域配分の指標 資料名等 

① 
製造業等関連施
設 

製造業の事業所数 
平成 13 年事業所・企業統計調査
（総務省） 

② 
産業廃棄物焼却
施設等 

都道府県別の産業廃棄物の中
間処理（焼却）能力（m3/日） 
※都道府県別・廃棄物種類別中間処理

（焼却）施設数に廃棄物種類別の処

理能力（全国平均）を乗じた値。 

「産業廃棄物行政組織等調査報告
書」（平成 14 年 3 月、厚生省） 

③ 火葬場 都道府県別死亡者数（人/年） 
平成 16 年住民基本台帳人口要覧」
（財団法人国土地理協会） 

④ 

自動車解体・金属
スクラップ卸売業
アルミニウムスクラッ
プ溶解工程 

再生資源卸売業（業種コード：
514）の従業員数（人） 

平成 13 年事業所・企業統計調査
（総務省） 

⑤ たばこの煙 

都道府県別喫煙者数（人） 
※年齢階層別・性別人口（人）に年齢階

層別・性別の喫煙率を乗じて推計。 

※昼間人口と夜間人口の加重平均値 

年齢階層別・性別人口；「平成 16 年住
民基本台帳人口要覧」（財団法人国土
地理協会）等 
年齢階層別・性別喫煙率；平成 14 年国
民栄養調査結果の概要（厚生労働省） 

⑥ 自動車排出ガス 

自動車によるガソリン・軽油別の
都道府県別消費量（kL/年）の推
計値 
※都道府県別・燃料種別・車種別走行

量（台 km/年）を燃料種別・車種別の

走行燃費（km/L）で除して推計する。

走行量； 「平成 11 年道路交通センサ
ス」（国土交通省）及び「平成 15 年自動
車輸送統計年報」（国土交通省） 
走行燃費；「平成 1５年自動車輸送統計
年報」（国土交通省） 
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（３）ダイオキシン類に係る排出量の推計方法  

排出インベントリーで別途推計されている発生源別排出量のうち、特別要件施設として届出さ

れる排出量を差し引き、その残りを全国における届出外排出量とする。それらの値を発生源別の

配分指標で都道府県に配分することにより、ダイオキシン類に係る都道府県別の排出量が推計

される（図 20-1 参照）。 

なお、図中の番号は、表 20-1 の番号に対応している。 

 

注：本図における排出量は大気に係るもののみを示す。 

図 ２０-１ ダイオキシン類に係る排出量の推計フロー 

①排出インベントリーにおけ
る発生源別・媒体別の全国
排出量（mg-TEQ/年）

②ＰＲＴＲによる業種
別の全国の届出排
出量（mg-TEQ/年）

③排出インベント
リーの発生源と業
種との対応関係

排出インベントリーの発生
源に対応した全国の届出
排出量（mg-TEQ/年）

排出インベントリーの
発生源に対応した全
国の届出外排出量
（mg-TEQ/年）

⑤都道府県別の製
造業の事業所数等
の配分指標の値

ダイオキシン類の発生源別・
推計区分別・都道府県別の
届出外排出量（mg-TEQ/年）

※単一の指標で配分する発生源

⑤都道府県別
の年齢階層別・
性別人口（人）
等の統計データ

⑤全国の年齢
階層別・性別の
平均喫煙率（%）
等の原単位

都道府県別の喫煙者数
（人）等の配分指標の値

ダイオキシン類の発生源別・
推計区分別・都道府県別の届
出外排出量（mg-TEQ/年）

※複数の指標で配分する発生源

ダイオキシン類の発生源別・
公表区分別・都道府県別の
届出外排出量（mg-TEQ/年）

④排出インベントリーの
発生源と省令に基づく推
計区分との対応関係

ダイオキシン類の発生源
別・推計区分別の全国の届
出外排出量（mg-TEQ/年）


